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レポート

こんな
原村に

なれば

＼い
いのに

な!／

どうやって

活動を始めれば

＼いいのかな
?／

わた
しの
アイ
デア

だれ
かき
いて

＼く
れな
いか
な…
／

困っている人を
知っているけれどどうしたら＼いいのかな?／

わたしには＼こんなことができるよ!／

地域の中で＼つながりたいな!／

世代
間交
流

＼して
みたい

な!／

6回顔を合
わせる

ワークショ
ップで

＼関係性
がつくられ

る／

協働することでおもしろいアイデアが＼生まれる／

いっしょに活動できる

＼仲間がほしいな!／
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　令和3年4月に、社会福祉法が改正され、現行の
高齢・障がい・子ども・生活困窮分野の縦割りの壁を
低くし｢属性・世代を問わない相談・地域づくりの実
施体制｣を目指し、原村でも｢重層的支援体制整備
(移行準備)事業｣が始まりました。
　一方、第4期原村地域福祉計画では新規事業とし
て｢ボランティアが活動しやすい仕組みづくり(ボラン

ティアポイント制度導入の検討 )｣が明記されており、
前述の重層的支援体制整備事業における「地域づく
り」にあたるものとして位置づけられます。
　その推進にあたっては、地域住民による意見交換
の場が重要であると考え、共生社会とボランティアを考
えるアイデア提案型連続ワークショップ｢原村そうぞう
カフェ｣を企画しました。

この事業の背景

共生社会とボランティアを考える
アイデア提案型連続ワークショップ
原村そうぞうカフェについて

互いを尊重しながら
自由な発想で原村の未来像を提案しよう

　そんな呼びかけ文のチラシを村内の人々にお届けしました。
呼びかけに応え、年代・性別・地区・ボランティア経験の有無を問わず、
“地域づくり”やボランティア活動に興味のある方が集まり、顔を合わせて
楽しく意見交換してきました。
　この冊子は原村そうぞうカフェ全6回の様子をまとめ、会場のワクワク
感を伝えて、原村で暮らす皆さんが世代や分野を超えてつながり、一人
でも多くの人が “自分たちの原村を自分たちで楽しく” していく、きっかけ
になればという思いで作りました。

令和5年3月　原村社会福祉協議会　

地域共生社会とは?
制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、
地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて
つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会。

用語解
説1

ボランティアとは? 
ラテン語のボランタスvoluntās（自由意志）が語源とされている。
自発的に行う社会活動、地域活動であり、様々な分野で多くの人が活動している。
地域の人々による福祉活動の中核を占めるもの。

用語解説2

出典：厚生労働省  地域共生社会のポータルサイト  (https://www.mhlw.go.jp/kyouseisyakaiportal/)

出典：佐野市市民活動センター  ここねっと  (https://kokonet-sano.jp/about_volunteer/)

令和4年7月～令和5年2月の間に全6回開催

前半2回はオンライン開
催※

後半4回は対面開催

※コロナ感染予防対
策のため

参加者

延べ151名

実人数65名（子ども
2名含）
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講師：松崎 亮 さん
宮崎県・三股町社会福祉協議会

平成31年4月より、｢自分たちのまちを、
自分たちで楽しく｣をコンセプトに、社協
内に｢COMMUNITY DESIGN LAB.｣
を立ち上げ、2025年までに200の活
動、2025人の地域活動者を生み出し、
地域住民の活動で、地域課題の解決
を目指すミッションを掲げ、目下活動中。

宮崎県三股町は平成31年に厚生労働省
「地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築事業
（現「重層的支援体制整備事業」のモデル事業）｣を受託した先進地域です。
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原村そうぞうカフェ─全6回の流れ  
第2回

  住民が楽しく活動する
｢宮崎県三股町｣から学ぼう

＼ピッ
クアッ

プ／

案内人にグラフィックデザイナーの富岡史棋さんを迎えて､
｢顔を合わせるワークショップで関係性がつくられる」「協働することでおもしろいアイデアが生まれる」
ことを期待して、インプットの多い（話を聞く）回とアウトプットの多い（話をする）回を設け、
各回とも全ての参加者が一度は発言できるよう工夫しました。

三股町のここがすごい!
地域共生社会の実現に向けて､ホームページや発行物にデザイナーを起用し､
伝える仕組みづくりをしています｡ 地域共生社会の主役である住民のやらされ感なく､
自ら楽しく活動､楽しくボランティアしており､更に関わる人が増えていっています｡

｢地域の課題｣に即した｢活動｣と｢プレイヤー｣を生み出すことで地域の困りごとを｢解決｣しています｡
｢あそぶラボ｣｢出会いラボ｣｢食べるラボ｣｢支えるラボ｣等様々なプロジェクトやプレイヤーが生まれています｡

オリエンテーション
住み慣れた地域でいつまでも
自分らしく生きていくために

第1回

2022年7月27日（水）15:30–17:00
中央公民館 講堂   参加者：22名  ※ZOOM開催

共生社会づくりの
アイデア出し & チームづくり
やりたい!  話したい!  きくだけもOK

第4回

11月23日（水・祝）15:30–17:00
中央公民館 講堂   参加者：17名  

住民が楽しく活動する
｢宮崎県三股町｣から学ぼう
三股町社協の松崎亮さんのお話

第2回

8月17日（水）15:30–17:00
中央公民館 講堂   参加者：22名  ※ZOOM開催 

チームでアイデアを
具体的にしていこう
こんな原村になったらいいな! 

第5回

12月17日（土）15:30–17:00
中央公民館 講堂   参加者：22名  

原村のお宝探しと課題探し
何気ない地域のつながりが
安心を生み出す

第3回

10月19日（水）15:30–17:00
中央公民館 講堂   参加者：23名  

アイデア プレゼンテーション
あなたが、チームが
原村の未来をつくる!

第6回

2023年2月22日（水）15:00–17:00
地域福祉センター 多目的ホール   
参加者：45名  初参加：17名  

↑第2回
YouTube動画視聴

出典：コミュニティデザインラボ〈三股町社会福祉協議会〉  (https://commulab.jp/)

三股町コミュニティデザインラボのプロジェクト例

　商業デザイナー等とチームを組み､こども宅食を参考に｢みまたん
宅食どうぞ便｣を立ち上げた｡沢山あるのでどうぞという支援を押し
出さないネーミングに｡ホームページで申込完結｡面談後､毎月世
帯の10食分の食料が届く仕組み｡下記の世帯課題に気づくきっ
かけとなり､｢森の子学習塾｣の立ち上げにつながった｡
　高校受験を控えた中学生｡家庭の事情で塾にいけず進学をあき
らめかけていた｡そこで､専門職だけでなく地域の人と会議をした
所｢僕が教えますよ!｣｢楽しそう!  夜食を作るわよ｣｢プロジェクトにし
て毎週やろう｣と学習のできる子ども食堂が立ち上がった｡

　｢みまたん宅食どうぞ便｣を進める内､企業･農家等から食品が集
まるように｡しかし､量や鮮度の関係から受入れを断ってしまうことも｡
こうした不定期で突発的に入ってくる食材をどうにかできないか…?  
その時､軽トラ所有の地域のプレイヤーが｢俺､走ろうか?｣と言っ
て始まった｢フードロスランナー｣｡
　さらに､｢みまたん宅食どうぞ便｣に宅配する味噌をみんなでつくる
月1回の取組が始まった｡多世代でみそをつくった後は､あつあつ
のごはんとお味噌汁でのんびりほっこりタイムで交流が生まれている｡

＼社協ボラ
ンティアコ

ーディネー
ターより／

ラボが、地
域住民が地

域活動する
上での

協働の出会
いの場とな

っています
。

原村なら「
おいでなし

て原宿」が

そうした場
になってい

ったらいい
ですね。

困りごとをプロジェクト化して名前をつけてロゴをつくる＼アイデア!／

原
村
そ
う
ぞ
う
カ
フ
ェ

参
加
者
の
質
問
よ
り

Q1. どうして人が集まるの?

2人でもいい、想いがある人が来てほしい!
そこにデザインのコストをかけている。

Q2. プロセス教えて!

課題の共有だけで閉じる会議がいっぱい…
住民さんは想いを持ってきてるので、事前に
｢○○さんこんな力あるから、少なくともこんなん
できないですか?｣のハンドリングを頑張っている。
機能すればロゴをつけている。

Q3. 参加している人が 自然体で 楽しそうにやっているのが不思議!

住民主体なので、活動は生まれるし、なくなる。認知症増えるから、
といった不安からでなく、「楽しそうだから」で本当のプレイヤーになる。

Q4. そんな次 う々まくいくもの?  秘訣を教えて

100打席の10打席のところをお話ししている。
失敗も沢山ある。
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難しそうな地域課題も“お宝”という地域資源とつきあわせると…
解決の糸口が見えてくると思いませんか?

お宝を活かし地域課題を解決!?

参加者23名の内、提出のあった11名の方の文章（お宝：1690文字）（課題：1382文字）を
テキストマイニングという手法で分析しました。特徴的な単語が大きく表示されます。

お宝からは、美しい原村の自然の中での暮らしに魅力を感じ、特に夏すごしやすい様子が伺えます。
課題からは、移住者と地元の人との交流を促進したい声が強くあがっていました。
参加者はほぼ移住者の方で、2017年に同様の分析をした際より居住地や年齢に偏りがあります。
しかし当時同様、高齢化や移動手段の確保、雪かき、子どもの遊び場の確保が引き続き課題にあがりました。

原村の未来「こうなればいいな」を個人で自由に書いた後、グループで共有しました。

ツール：（株）ユーザーローカル「テキストマイニングツール」

 
第3回

  原村のお宝探しと課題探し

＼お
宝探し

／

（好き
なとこ

ろ／
魅力
／地
域資
源）

＼課題探し／
（困りごと／暮らしにくさ）

お宝によく出る単語
.......................................

・・自然   ・・美しい 
・・原村   ・・森   
・・良い   ・・暮らす

＼お宝ピックアップ／
・・  払沢に診療所、スーパー、
 役場、福祉センター等が
 集まっていて便利

課題によく出る単語
.......................................

・・交流   ・・困る 
・・地元

＼課題ピックアップ／
・・   原山地区の高齢化
・ ・  原山、別荘の方の冬の
    暮らし（特に買い物など）

両方によく
出る単語

...............
...............

.........

・・移住者

＼移住者（お宝）ピックアップ／
・・   地元の人には当たり前が移住者にはお宝
・ ・  移住者の特技、さまざまなキャリアをいかして活躍
・ ・  移住者と村の方達とのあたたかな交流

＼移住者（課題）ピックアップ／
・・   移住者と地元の方と交流が難しい、少ない

もっと詳しく→

2017年と
比べる→

生活・環境

・ ・ 高齢化支援ボランティアがあればいいな
  （運転／草刈りや雪かき作業）
・ ・ 生ごみステーションもっとあればいいな
・ ・ カン／ビンなどの収集日が増えるといいな
・ ・ 薪ボイラーの普及が進めばいいな
・ ・ 自転車（アシスト）で使いやすい道路
・ ・ 近所との交流を深めたい
・・トイレ改修して古民家活用できないか
・ ・ 50代～60代の一人暮らし男性向け婚活

学習・子ども

・ ・ パソコンやスマホの使い方を
 相談できるところがあればうれしい
・ ・ 自然を生かした子どもの遊び場がほしい
・ ・ 学校以外に安心していられる場所づくり
 先生や親以外の信頼できる大人の存在が大事

観光・産業

・ ・ 体験型の観光資源、フットパスコース
  （森歩き／集落歩き）
・ ・ ウインターシーズンの魅力を上げたい
  （雪景色などの資源を売りに）
・ ・ 農薬等減らしてほしい
・ ・ 役割と出番づくり（できれば報酬あり）
 →お母さんのクラフト／阿久遺跡ガイド／
・ ・ コーヒーチケット配布
 →飲食店活性化／介護者リフレッシュ

未来の方向性は?

・ ・ 若い世代が住みたくなる村になればいいな
・・ ｢美しい村」を掲げている以上、他の市町村から
 見学に来るような魅力あるポイントをつくりたい
・・ ｢美しい村」のように競わなくてもよいのではないか
・ ・ わたしの夢は電柱、電線のない景観
・ ・ どんな村を目指しているのか?
 何に照らし合わせて考えるのか?
 →例：農業最優先／SDGs／脱プラスチック  など

第4回・第5回で出たアイデア

第6回発表には至らな
かったけれど、こん

なアイデアもありまし
た!

・ ・ 冬期ウォーキング広
場

・ ・ 遊休農地を環境再
生型農業で有効活用

・ ・ オトナもコドモも困ら
ないうちから使おう!  公共交通 

・ ・ 自然を守りながら心
地よい生活を未来に

つなげたい

・ ・ フードバンクのアウ
トリーチ機能UPにむけて～ 宅食便化 OR フードランナー導入

・ ・ 赤い羽根 共同募金委員会を
設置して助成金のし

くみの変更と助成先
審査機能を持たせた

い!

・ ・ お茶のみバンザイ!「おうちサロンのス
スメ」冊子を作ってみ

たい!

・ ・ 高齢者の生活支援
応援隊（仮）

第3回のまとめ
｢地域のお宝」、「地域の課題」、「こんな地域になったらいいな」といった質問に対し、
回答は多岐にわたりました。「地域づくり」は行政だけでも民間団体だけも住民だけでも成り立ちません。

　・皆で既にある資源（お宝）を整理し、課題を共有する事からはじめること
　・関係する人達が集まって、連携しながら互いの役割に落とし込んでいくこと
こうした過程が重要かつ求められていることを改めて実感しました。これらの「こうなればいいな」は

今は言いっぱなしです。ですが、今後「私もそう思う!」という人とつながっていきたいですね。
＼社協ボランティアコーディネーターより／
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第6回

  アイデアプレゼンテーション みんなで楽しくワインを造ろう ～趣味の会アドバイザー～
松井 茂

＼アンケートより／•• 新・旧住民交流を目指すところが良い
•• 多くの方とコミュニケーションをとり、
 おいしいワインが飲みたい

＼社協ボランティア
コーディネーターよ

り／

農福連携は国も推進
している分野。「交

流の畑」は全国に見

られるものの、「ワイ
ン」に着目した所が

今の原村らしいですね
。

学びあう工程があり、
仲が深まっていく様子

が想像できます。

1アイデアあたり5分程度の発表会

エールコメントを
発表者へプレゼント
エールコメント：付箋に、
発表者一人一人の
アイデアに対し、
賛同・応援メッセージを
書いたもの

発表者と
発表に興味を持った参加者が集まり
質問や意見交換も

1

新旧住民交流／休耕地活用／原村「ワイン特区認定」を後押し

5年間のぶどう栽培のノウハウを生かして
　「ハラショウワイン部会」は原村へ移住した数世帯が会員となり、
草刈・摘果・収穫などの作業を協力して進めてきた。その経験か
ら、趣味の会で行うワインづくりには新旧住民の交流の場となる可
能性を感じ、立ち上げを希望する人がいたらノウハウを共有できる。
　棚型での栽培は村内で珍しいので移住者だけでなく農業従事
者とも意見交換したい。

タイトルNo

原村とリンクできそうなこと
.............................................................

・・栽培土地の紹介   
・・助成・補助

このプレゼンテーションの内容はあくまで提案です
※提言やここで検討・批判するものではありません

ここから20ページまで、原村そうぞうカフェの集大成である「アイデアプレゼンテーション」の
発表資料を収録しています。気になる発表をみつけてみてください。

..............................................................................................................................................................................................
 1 みんなで楽しくワインを造ろう ～趣味の会アドバイザー～
..............................................................................................................................................................................................
 2 八ケ岳自然文化園と森の小径の散策会 ～原村自然観察会へようこそ～
..............................................................................................................................................................................................

 3 中央公民館を村民交流のハブ地にする提案「はらこ屋」
  1人ひとりの個性を生かしあうコミュニティ作り ～みんなの「困りごと」は、みんなの「ついで」で解決!
..............................................................................................................................................................................................
 4 原村で原体験を！自然と人が育てる未来のたねっこ（八ヶ岳原村自然遊学校）
..............................................................................................................................................................................................
 5 踏み合うマッサージ「楽健法」を学んで元気に!   『ふみてあて』グループを作る
..............................................................................................................................................................................................
 6 ボランティアポイント を考える ～介護予防ポイント制度から始めて 全世代型制度へ～  
..............................................................................................................................................................................................

 7 八ヶ岳中央農業実践大学校の再生計画
  企業版ふるさと納税制度を活用して、循環型農法など生きる力を学ぶ体験型農業実践教育にする（環境総合学部を新設する）
..............................................................................................................................................................................................
 8 原村ハート・リサイクル会  ～環境・芸術・交流・健康～
..............................................................................................................................................................................................
 9 原村版Uber eats  ”HARAいっぱい”
..............................................................................................................................................................................................
 10 原村ボランティアネットHP （ネーミング募集中）
..............................................................................................................................................................................................
 11  【高齢者の移動課題の緩和・多様な手段確保】  原山でのプラス1運動の実践 & カーシェアリング導入検討
..............................................................................................................................................................................................
 12 障害があっても歳を取っても暮らしつづけられる村に
..............................................................................................................................................................................................

←プレゼンテーション YouTube動画視聴

目指す姿
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＼アンケー
トより／

•• 具体的で
既存の施設

を使うのが
いい

•• 集まったつ
いでにいろ

いろな事が
できると良

い

＼アンケートより／
•• 子どもたちに自然体験をしてほしい•• 自分でも参加できそうな会•• 参加したい。楽しそう。住民の交流になる

＼社協ボランティアコーディネーターより／中央公民館を丸ごとフル活用する案に驚きました。トライアルの数日は貸切とはいえ、定例活動団体には通常通り使ってもらい、
当日参加の方を受け入れてほしい、とのこと。参加したい・実現してほしいとの声も出ているようです。賛同する方の活やくの場になればと思います。

＼社協ボランティア
コーディネーターよ

り／

以前より「ウォーキン
グしながら草木の名

前の解説が

聞けたらいいな」とい
った声がありました。

この度、定期

的な会の立ち上げに
至り、原村の健康寿

命が更に延

びそうですね!  自然好きの皆さん
の輪が広がります。 『諏訪地域タウンミーティング』に仲間あつめのため参加しました

中央公民館を村民交流のハブ地にする提案「はらこ屋」
1人ひとりの個性を生かしあうコミュニティ作り   
みんなの「困りごと」は、みんなの「ついで」で解決!　膳師弘育

3

生涯学習／多世代交流／助け合い／子育て支援／居場所づくり／住民参画生涯学習／観光（交流人口を増やす）／健康増進／脳の活性化

地域の支え合いネットワークづくり・住民参画
　 ｢原村中央公民館っていろんな人が寄るのにいい場所だよね｣
という気づきから､子どもの送迎や買い物｢ついで｣に立ち寄れるコ
ミュニティ･ワーキングスペース｢はらこ屋｣プロジェクトを構想｡
　様々な機能を持たせたトライアルをやってみたい｡転入後に移
住者が必要とされる実感を持てる場にもなったらよい｡

原村とリンクできそうなこと
.............................................................

・・公民館へ登録する   
・・公民館登録団体と連携
・・はらっ子広場と連携　
・・ハラカツ! と連携
・・地域おこし協力隊と連携

八ケ岳自然文化園と森の小径の散策会  ～原村自然観察会へようこそ～
渡邊 勲

｢森林インストラクター」の知識を生かして
　八ヶ岳自然文化園･｢八ヶ岳森の小径｣を散策する原村自然観
察会を立ち上げた｡
　以前活用していたフィールドでも好評だったNPO法人リトカル
運用の自然観察用ホームページ｢はなもく散歩｣を原村にも導入
し､木の銘板にあるQRコードを読み取ることで詳しい情報が閲覧
できるようにしていきたい｡

原村とリンクできそうなこと
.............................................................

・・八ヶ岳自然文化園の自然環境調査   
・・「はなもく散歩」システムの利用
   （導入費用は長野県元気づくり支援金申請中）

2

目指す姿
目指す姿
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＼アンケートより／•• 家族に役立つ•• 手軽な健康法ですぐできそう•• 体の血流改善、健康になる

＼アンケ
ートより／

•• 子どもた
ちに自然

体験をして
ほしい

•• いろいろ
な世代交

流の可能
性がある

＼社協ボラ
ンティアコ

ーディネー
ターより／

人とのふれ
あいがコロ

ナ下で減っ
ている昨今

、

体と心をほ
ぐす会の立

ち上げに踏
み切ってい

ただきまし
た!   既に数人

の参加者と
踏みあって

いるそうで
す。“片足で自

立できる人”が対象で
す。

＼社協ボランティアコーディネーターより／｢自然の中であそぶ」イベントで子育て世帯の集客に実績のある「八ヶ岳原村自然遊学校」が「地域の大人を先生に!」と声をかけ、４つのイベントを企画してくださいました。子どもにも大人にも「わくわく発見」できる場になっていきそうですね。

5

健康増進／ストレス緩和／夫婦関係・親子関係の改善子育て支援／生きる力／多世代交流／新旧住民交流／生涯学習

原村で原体験を!
自然と人が育てる未来のたねっこ （八ヶ岳原村自然遊学校）　岩崎公彦
自然の中のイベントで世代間交流を
　発表者の主催団体｢八ヶ岳原村自然遊学校｣｡そこでナビゲート
を行い､地元生まれの方･移住者の方問わず｢地域の大人＝ハラ
ムーチョ｣が｢すべての地域の園児～高校生＝たねっこ｣へふれあ
いと体験を提供｡
　この地域イベント企画の名称を｢八ヶ岳原村8ケンウォーク｣と名
付けた｡

原村とリンクできそうなこと
.............................................................

・・活動場所の紹介
・・活動応援サポーター（人材の紹介）
・・助成・補助
・・子育て世帯へのPR

踏み合うマッサージ「楽健法」を学んで元気に!
『ふみてあて』グループを作る　早坂みさ子
自宅の教室でヨーガ講師をしてきた経験から
　ヨーガをするのは体力･技術的に難しい人もいるので足で踏む
マッサージ｢楽健法｣を広めていきたい｡
　｢楽健法｣は体だけでなく心をほぐす効果もあるので､熟年夫婦
同士･登校拒否のお子様とその親でケアしあう等､様々な人達が
踏みあえるようにして差し上げたい｡

原村とリンクできそうなこと
.............................................................

・・おいでなして原宿の活用
   （体験会  会場）

・・ひめばら交流スペースの活用
   （コロナ後の会場候補地）

4

目指す姿
目指す姿
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＼アンケートより／

•• 多くの村民が真剣
に考えるべきテーマ

•• 実践大学は原村の
目玉、応援したい

＼アンケートより／
•• 期待したい
•• これからどうなるか興味あり•• ボランティアポイント制度賛成

＼社協ボランティアコーディネーターより／八農サポーターの皆様には夏のボランティア体験「サマーちゃれんじ」でトウモロコシの収穫体験の受入をしていただきました。観光・景観面で八農さんが担う役割は大きく「八農が困っているなら何とかしたい」という自発的な気持ちはまさにボランティアに欠かせないものです。

社協ボラン
ティア

＼コーディ
ネーターよ

り／

｢アプリを活
用するのは

どうか?｣

｢長野県の
元気づくり

支援金を

〇〇団体で
取るのはど

うか?｣と

の途中経過
を経て、こち

らが最終

案として出て
きた時は驚き

ました。

7

景観保全／農業人材確保／災害時拠点ボランティアの推進／高齢者の社会参加／健康増進／介護予防

6 ボランティアポイントを考える 
～介護予防ポイント制度から始めて全世代型制度へ～　宮坂早苗

ボランティアポイント制度導入の検討
　 ｢原村地域福祉計画｣だけでなく｢原村高齢者福祉計画｣では
(高齢者の)｢社会参加や就労への支援｣の項目にボランティアポ
イントの記載がある｡
　このアイデアは｢記載に至るきっかけとなったボランティア同士の話し
合いの場｣へ参加していた方達が中心となり､用語や原村の現状の整
理､先行事例の分析からはじめ､最終的に自由な発想で､今行って
いる活動にあてはめた案｢ハラチャレポイント(仮称)｣を作成した｡

原村とリンクできそうなこと
.............................................................

・・（交換できるもの／先としての案）
 公共交通乗車券、樅の木荘やもみの湯、 
 自然文化園などで使用できる券
 高原朝市、八ヶ岳マルシェ、レストラン
 など村内事業者
・・財源を考える

八ヶ岳中央農業実践大学校の再生計画
企業版ふるさと納税制度を活用して、循環型農法など生きる力を学ぶ体験型農業実践教育にする
平川浩之

村唯一の大学校を魅力的に残すために
　令和2年秋､八ヶ岳中央農業実践大学校(以下､八農)の経営
難打開策としてメガファーム誘致計画が持ち上がり､冬には説明
会へ多くの住民が参加｡景観､水質､空気等様々な観点から反対
の声があがり計画は白紙に｡そんな中 ｢反対するだけでなく経営
難で困っている八農のために何かしたい｣という住民有志でサポー
ター制度が発足､八農とサポーターの会議の場がきっかけとなり本
アイデアが生まれた｡

原村とリンクできそうなこと
.............................................................

・・企業版ふるさと納税にむけた個別の
 事業計画の相談・協議（時期未定）

企業版ふるさと納税のハードルが高いことが
判明したため保留中です。循環型農法と関連
する生きる力を学べる学科を新設する本案は、
大学校を再生するだけでなく、日本の学校教
育の雛形となります。    （発表者：平川浩之）

（環境総合学部を新設する）

目指す姿
目指す姿
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＼アンケ
ートより

／

•• まさに
自分が求

めている
サービス

•• 困って
いる人を

助けたい
思いが伝

わった

＼アンケートより／
•• 白湯健康法はとても大切
•• 明快！現実的、時代性アリ!!

＼社協ボランティアコーディネーターより／

Start Small,Grow Bigの方針で連絡・決

済ツール・対象を細かく検討いただきました。

｢あったら便利」との声多数。＼社協ボランティア
コーディネーターよ

り／

｢●●を引き取っても
らえないか」という問

い合わせが年

に数回あります。今
まで繋ぎきれない事

もありましたが、

相談先が増えました！
しかも常設。頼もし

いです。やりな

がら柔軟に変化して
いくスタイルで、原村

に新しい風が!

9

子育て支援／助け合い／飲食店応援リサイクル／農作物紹介／クラフト紹介／居場所づくり／健康増進／情報発信

原村ハート・リサイクル会   ～環境・芸術・交流・健康～
池上直紀

情報と人が集まる場づくり
　発表者は地域SNS､特にLINEを活用した情報発信を実践し
てきた｡それぞれのテーマでグループLINEを作成し運用すると共
に､顔の見える関係を作る場としてパン屋 ｢パパゲーノ｣横のラウ
ンジを活用し､地域の人がリラックスできる場を提供していく｡同ラ
ウンジにて｢白湯カフェ｣を日･月10時～15時を3月から実施(カ
ンパ制)｡農作物やクラフトは現物置かず､紹介･つなぐ機能をQR
コード等で持たせる｡

原村とリンクできそうなこと
.............................................................

・・広報
・・空き家の情報提供
・・大規模イベント企画協力

原村版Uber eats ”HARAいっぱい”
石井多賀子

子育て世帯の“食”にまつわる急な困ったを解決
　飲食店応援､新たな雇用創出に向け､Uber earts(アプリ
やwebサイトから料理を注文でき､配達パートナーが注文者の
元まで届けるフードデリバリーサービス)を思い出した｡ただ､こ
のサービスは諏訪郡非対応｡そこで村内の飲食店経営者に聞
き取りをし､飲食店にも消費者(特に子育て世帯)にも優しい
サービスを構想した｡

原村とリンクできそうなこと
................................................................

・・テイクアウトのある飲食店
・・｢子育てシェアアプリ」講習＋
 サービスの案内＋楽しいワークショップ
・・情報共有ツール

8

目指す姿
目指す姿

質問ブースにて他チームの発表者さんと写真をとりました

矢島ペンションさんに
取材の協力をいただきました
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＼アンケートより／
•• 原山地区の大きな問題
•• 地域で最後まで
•• 車がなくても生活できる仕組みがほしい

＼アンケートよ
り／

•• 原村で行われ
ている活動を横

断的に

 示せれば、地
域の豊かさにつ

ながる

＼社協ボランティア
コーディネーターよ

り／

｢免許返納したら生
活できない｣との声が

多

数あり、住み慣れた
原村を離れる方達が

い

ました。既存の交通
手段を十分に活用し

な

がら、選択肢を増や
していく事は大切で

すね。

｢ボランティアが犠牲
にならない仕組みづ

くり｣

という言葉にも共感で
す。

コミュニティ・カーシ
ェアリングは条件が

整え

ば新しいボランティア
グループとして動き出

せ

そうに思います。

＼社協ボランティアコーディネーターより／第2回宮崎県三股町社協さん｢コミュニティデザインラボ｣のわかりやすいホームページに感銘をうけ、｢自分ではホームページもアプリも作れないし、作れる人も知らないから、まずは理想を書きます!｣と本アイデアをまとめてくださいました。情報の出し方の大事さを改めて実感します。

11

買い物支援／移動支援インターネット活用／情報の集約化

原村ボランティアネットHP （ネーミング募集中）
太田佳子

あらゆるサービスの情報の集約・提供の充実を
　ボランティア情報だけでなく､公民館活動やスポーツ･事業者･
店舗情報まで村内の人材情報がインターネット上の1か所でわか
る手段がほしい｡ホームページ､アプリ､LINEなど媒体は問わない｡
今多くある紙ベースのものは紛失してしまうのでWEB上に集約が
よい｡村民の主体的な活動に役立つ情報を集約化してほしい｡

原村とリンクできそうなこと
.............................................................

・・村ホームページとの相互リンク
・・ホームページ作成業者の紹介

10 【高齢者の移動課題の緩和・多様な手段確保】 
原山でのプラス1運動の実践 & カーシェアリング導入検討　齋田喜久子
住み慣れた地域で最後まで自立した生活を
　発表者は個人的に｢自家用車に困っている人を一緒に乗
せてお買い物にいく｣プラス1運動を始めた｡運転手(自分)
が買い物をする時に住んでいる地区の知り合いへ一緒に出
掛けないか声をかけ､一人を乗せて外出するようにしている｡
好きな場所で最後まで暮らすために､移動方法の選択肢は沢
山あればいい｡常に進化を続けている｢日本カーシェアリング
協会｣の支援パッケージにも注目していきたい｡

原村とリンクできそうなこと
.............................................................

・・「コミュニティ・カーシェアリング利用者、  
     ドライバーの声動画を見る会」の
 会場提供

目指す姿
目指す姿



原
村
そ
う
ぞ
う
カ
フ
ェ

に
つ
い
て

地
域
共
生
社
会
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
?

原
村
そ
う
ぞ
う
カ
フ
ェ

全
6
回
の
流
れ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ【
第
2
回
】

宮
崎
県
三
股
町
か
ら
学
ぼ
う

【
第
3
回
】 

原
村
の

お
宝
探
し
と
課
題
探
し

【
第
6
回
】

ア
イ
デ
ア
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

原
村
そ
う
ぞ
う
カ
フ
ェ
に

寄
せ
ら
れ
た
声

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り

原
村
そ
う
ぞ
う
カ
フ
ェ

案
内
人
よ
り

2120

＼社協ボランティアコーディネータ
ーより／

｢ボランティアでなく事業にしたい
んです」と胸の

内を語っていただき「地域共生社
会の実現に向

けた手法にはボランティアだけでな
く、事業にする

方法も当然あります」とお伝えしま
した。

※本誌掲載のみ

障がい者の居場所／社会参加／高齢者の居場所／雇用の創出

障害があっても歳を取っても暮らしつづけられる村に
田中唯記子 

村の中に学校卒業後の障がい者の居場所を
　そこでは､高齢者はじめ様々な年代･性別の方が利用でき､居
場所での活動内容案は｢クラフト､アート作品の作成､畑仕事｣
｢昼寝やおしゃべりなど､自分のペースも大切に｣｢村内の仕事請
負(付き添い有)｣で､送迎スタッフ､施設スタッフ､ジョブコーチは仕
事として携われる形がよい｡
　みんなが社会の一員として社会や人の役に立ちながら生きてい
ける社会であってほしい｡

原村とリンクできそうなこと
.............................................................

・ ・ 障がい者就労施設の
 新設やあり方の検討

12 原村そうぞうカフェに寄せられた声

アイデアプレゼンテーション 来場者アンケート より

　原村そうぞうカフェの第3回と第6回に参加さ
せていただきました｡｢原村のお宝探しと課題探
し｣では､私も移住者の一人として外からの視点
で原村の魅力をピックアップしました｡ みなさんと
一緒に､村の魅力を再発見する良い機会になっ
たと思います｡協力隊としてのミッションが｢移住
促進｣であるため､普段は移住者の方と接するこ
とが多いのですが､ワークショップでは地元の方
からも率直な意見を伺えて､大変貴重な機会とな
りました｡
　また最終回の｢アイデアプレゼンテーション｣は､
バラエティに富んだ斬新なアイデアばかりで､大
変興味深く聞かせていただきました｡みなさんに
共通して感じたことは､｢原村が好き!｣ ｢村をより
良く､暮らしやすくしたい!｣｢自己実現を目指して

多様な発想がありすばらしいと思いました。
移住者の発表が多かったと思いますが、
移住者も村づくりに参加したいとの思いが強いのだと感じました。
発表の中にも”住民の交流”を目指すことが多く語られたと思います。
皆、共生社会を考えていると思います。

｢共生社会」目指すものとしてとても切実、
現実的なものと思いました。
行政と共に進められたら良いと思います。

いろいろなアイデアを持つ人がいっぱいいる
この村の住民がすてきだと思いました。
楽しい原村になりそうな気がしてきました。
中高生の意見も聞いてみたかったです。

小さな地区ですがボランティアを立ち上げ、
近隣の仲間、高齢、一人暮らし、高齢の夫婦暮らしの方々が、
どんなことに困っているのかを知り、そのボランティア活動として
行っていきたいと考えているところでしたので、今回のは発表は、
私たちのグループがどんな活動にしたら良いかの
参考（ヒント）になりました。

もっと健やかに生きるには?｣というポジティブな
思いをお持ちだということです｡
　それぞれが思い描いていることを､一か所に
集まり形にしてアウトプットできる場が今まではな
かったような気がするので､今回のそうぞうカフェ
は初企画として素晴らしい試みだと感じました｡
　3年間移住に関する活動を行ってきましたが､
｢地元の方｣｢移住者の方｣という表現で線引きし
たくないなぁというのが正直なところです｡小さな同
じ村に暮らす｢住民｣としてお互いを尊重し合い､
融合し､みんなで村のことを自分事と考えていけ
れば､課題も少しずつ解決に向かってもっともっと
誰もがやりたいことを実現できる素敵な村になって
いくのではないかと思っています｡この度はお仲間
に加えていただき､誠にありがとうございました｡

原村地域おこし協力隊 岡﨑苗美　

どういう発表があるのか楽しみにして参加いたしました。
各々の地域で力のある方々が活動なさっている様子を伺って、
実現できることがたくさんあるのだと思いました。
原村の今後の行政施策に生かしてほしいと思いました。

実生活の中の具体的な問題に対して
地に足がついた形で「そうぞう」されていて、
興味深く拝聴しました。

地域のチカラはすごい。
まさにそのことを感じる空間でした。

素晴らしい企画でした。原村はいろんな可能性を秘めていると思います。

村内の個人の取り組みを身近に聴けてよかったです。

これからが楽しみです。皆はつながり、元気で住み良い原村に!

小さい村だからできる事も
たくさんあると思います。
本当に自分達の生活を良くしたい、
又充実してゆきたい、
そんな方々のアイデアを
聞くことができ良かったです。

目指す姿
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おいでなして原宿の紹介
どなたでも使える集い場です。
ボランティアコーディネーターがいる日も多くあります。
毎月イベントカレンダーを社協ホームページから
ご覧いただけます。

ワークショップ案内人

富岡史棋
グラフィックデザイナー
2010年、三鷹から茅野に移住。
いろんな人がいっしょにいられる
場所づくりにデザインで関わる。

  fumikitomioka

原村社会福祉協議会
ボランティアコーディネーター

関 優里香
社会福祉士として
福祉教育、元気塾の企画
フードドライブ、サロンや
居場所支援などを担当。

【注目している共生社会づくりの取り組み】   ※興味関心ある方はウェブ検索してみてください
・・特定非営利活動法人 抱樸（北九州市）「希望のまちプロジェクト」〈ガバメントクラウドファンディング実施〉
・・一般社団法人 Arts and Creative Mind（北海道十勝市）〈クラウドファンディング実施〉
 「障がいのある人もない人も、アートと葡萄畑で繋がる未来の世界を創る!  THE WORLD」..................................................................................................................................
【見学に訪れた場所】
・・一般財団法人 たんぽぽの家（奈良市）   ・・社会福祉法人 やまなみ会 やまなみ工房（滋賀県甲賀市）
・・社会福祉法人 佛子園（石川県白山市）   ・・社会福祉法人 この街福祉会 この街学園（茅野市）..................................................................................................................................
【これから訪れたい場所】
・・三股町コミュニティデザインラボ（宮崎県北諸県郡）   ・・社会福祉法人 太陽会 しょうぶ学園（鹿児島市）
・・特定非営利活動法人まる 工房まる（福岡市）   ・・社会福祉法人 アール・ド・ヴィーヴル（小田原市）

2322

想像したことは創造できる「原村そうぞうカフェ」    ワークショップ案内人  富岡史棋原村そうぞうカフェを終えて参加者の声から思うこと

声を大にして言いたいのは
｢原村の住民のチカラって凄いんだぜ｣
ということ｡

だからと言って､
むやみに押し付ければよいものではない
ということ｡

住民の方の“やりたい”にちょっとしたきっかけがあれば
地域共生社会に欠かせない主体の1つである
｢住民｣のチカラはこんなに発揮されるということ｡

地域福祉は“地域づくり”に
近づいていると言われています｡

“地域づくり”がこれからの
福祉にとっての基盤です｡

今後も､皆さんと一緒に､地域づくりを考え､
盛り立て､支え･支えられる
存在･関係でありたいと思います｡

ありがとうございました｡

ワクワクしち
ゃって｡

あんな若い人
も原村のこと

を

考えてくれて
いるなんて嬉

しくって｡ 

杖を忘れて帰
っちゃったの

よ｡ 素敵なアイデアは
人を笑顔に元気にすると
思いました｡

どんなプロジェクトもリーダーだけで
成り立ちません｡リーダーになりうる方達が
アイデアを口にしてくださったことで
貴重なフォロワーがボランティアに
目覚める瞬間に立ち会うことができました｡

後日のこと｡地
区の集まりで､

早速あるアイデ
アを紹介してく

ださったそう｡

それを聞いた別
の方から

｢とてもいいア
イデア!  情報教えて

｣と

連絡いただきま
した｡

終わってからの広がりと
種がまかれていくのを感じ､
その種を一緒に育てていきたい
気持ちでいっぱいです｡

原村社会福祉協議会 ボランティアコーディネーター  関 優里香

第6回
でア
イデ
アを

＼初
めて
聞い
た方
の声
／

第6回初参加の＼男性の声／

　第4期原村地域福祉計画｢施策2-2 ボランティア活動の推進｣
の冒頭には｢地域のために貢献したいという思いを活動につなげる
ため､ボランティアの活動内容についての情報提供や参加しや
すい環境づくりが必要です｣と記されています｡
　なぜ､ボランティア活動の推進が必要なのか?  その根本には､
地域共生社会づくりがあるのではないでしょうか?
　原村社協からは｢地域に貢献したい人や移住者､若年層も参
加できる､原村の住民参加型のワークショップをひらいてほしい｣
というリクエストがありました｡
　コロナでソーシャルディスタンス｡それは､人と人の物理的距離
だけではなくて､精神的な距離まで感じてしまう状況となりました｡
｢黙食｣や｢黙浴｣という言葉まできかれました｡ワークショップに参
加した方からは｢ずっと家にこもっている｣という声もうかがいました｡
　 ｢相手のはなしをちゃんときこう(同時に自分の気持ちを伝えよう)｣
｢その人らしさを感じよう(自由意志の尊重)｣というふたつのことを大
切にしてほしいとお願いしました｡この原村そうぞうカフェでわたし
がやりたかったことは､知らない者同士が互いを尊重して､安心し
た気持ちでおしゃべりできる場をつくることでした｡
　地域共生社会づくりのアイデアを最終回にプレゼンテーション
するということが特徴です。アイデアやひらめき、ワクワクすることは、
参加者の自由意志に委ねました。そうすれば、胸の内にそうぞう性
が湧くスペースが生まれます。そして、自発的＝楽しいのです。
　回を重ねるごとに笑い声も大きくなり、関係性がかたちづくられて
いきました。アイデア提案の中には、参加者同士でコラボ(協働･
共創)しながら、もう実際に活動が始まっているものもあります。
　｢どんな立場の人もそこに参加しながら楽しんで、しんどい人も、
しんどくない人も、そこでまじわるような社会が共生社会かなと思っ
ていて、しんどい人をできるだけ何かにつなげたりとか、地域の人
の力はすごく大事。その地域の人たちが楽しみながらやることで、
もっともっとその輪はひろがっていくんじゃないかという仮説を立て
て活動している」という三股町コミュニティデザインラボの松崎さ
んの言葉を最後にご紹介します。楽しく、本気で取り組んでいる
姿は、はげましになり、ともしびになります。
　原村そうぞうカフェでご縁をいただいたみなさん、おもしろくて楽
しい時間をありがとうございます。また、おしゃべりしましょうね。

｢地域共生社会の実現を目指すわたしたちの
共通目標｣と謳う長野県地域福祉活動計画、
信州ふっころプラン。原村そうぞうカフェのプレ
ゼンテーションをご覧いただいた長野県社協の
山﨑博之さんより｢（信州ふっころプラン第2期
策定途中の10の実践目標の中の）3番目の
目標の【地域のチカラに気づいて・つなげて・
広げよう】そのものを見させていただき、体感さ
せていただき、本当にありがたい機会でした｣
というメッセージをいただきました。

※中立な立場でそうぞう性をひきだすファシリテーター役

上：原村そうぞうカフェの企画内容のアイデアスケッチ
右：第4期原村地域福祉計画

原村の
居心地のいいカフェで
個別にやりとりしました

ひとりひとり
目の前にいる人の
気持ちをきくことは
おもしろいということに
気づかされました

おでなして原宿は5周年を迎えました

三股町社協の松崎さんとZOOMでミーティング

今まで“なんとなくボランティアしたい”だったけど､
あの人の企画を手伝いたいって凄く思って｡
頼まれて自分でも動いてみて発見もあったし､
実際やるのを楽しみにしているの｡

第5回・6回参加の

最近ボランティアに

＼興味を持った女性の声／

平日10:00～15:00
原村12670-1
下段の砂利のエリア道路側

開所時間

住所

駐車場

＼ご利用ください!／
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社会福祉法人 原村社会福祉協議会
長野県諏訪郡原村6649-3  原村地域福祉センター内
Tel: 0266-79-7228   Fax: 0266-79-7093
Mail: soumu@haramura-syakyou.or.jp
http://www.haramura-syakyou.or.jp

連絡先・発行

　原村社会福祉協議会は、共生社会とボランティアを考えるアイデア提案型連続ワーク
ショップ｢原村そうぞうカフェ｣を令和4年7月から開催し、同じような問題を解決したい人同士
でグループを作り5回の話し合いを行い、最終回の第6回に11グループよりその結果を発表
していただきました。

　発表いただいた11アイデアと本誌掲載の1つのアイデアは、原村の未来に対し第一歩に
なるものと思います。ここに暮らす人々が地域や、家族・仲間を愛し、住民の行動力で社会の
変革に対応してこそ、安心して暮らせる地域が成り立つものと考えています。
　原村そうぞうカフェに参加いただいた皆様ありがとうございました。原村社協は今後も「地域
共生社会」の実現に向けて努力して参ります。お力添えを宜しくお願い申し上げます。

原村社会福祉協議会  会長    小林庄三郎　

この冊子の中
には、ボランテ

ィアポイント制
度をはじめ、

自然が好きな方
・子どもが好き

な方のボランテ
ィア活動の場に

なったり、

多世代交流の
場になったり、

障がい者や高
齢者の社会参

加の場として期
待できるアイデ

アもあります。

気になるアイデ
アをこの冊子で

みつけ、興味を
持ったらぜひ社

協へご連絡くだ
さい。


